
 

 

 

 

 

 

 

 

         ことばをみがき こころをみがく 

 「 子どもを育てることば ～ 失敗からの励まし ～ 」 

ガチャン。ちょっと高価なグラスを落とし、割ってしまって大失敗。家族から「うっかりしているからで

しょ。もう。」ときつく叱られて、子どもは素直にごめんなさいと口にしにくいこともあるでしょう。子ども

の何も言えない委縮した姿に、さらに「何度言ったら分かるの？」と、ついつい感情的なことばで追い

打ちをかけてしまうなんてこともありませんか。でもそんな時こそ一呼吸おいて、子どもなりの理由や原

因があるのかもと、少し耳を傾けてあげてはどうでしょうか。 

社会心理学の研究に次のような理論があります。「観察者と当事者の解釈のずれ」。それは「失敗

の原因の追及をする際に、観察者は”外部の要因”よりも、どうしても当事者の”個人の要因”を過

大評価しやすい。」というものです。もう少し具体的に言うとこうなります。観察者は、他者の失敗

を見て、外的な原因よりも、失敗した人の個人的要因となる”能力や性格”をあげ連ねて、「注意

散漫だから。」「本当にどじなんだから。」と指摘しがちだということです。 

これは立場を置き換えると分かりやすくなります。自分自身が失敗をした当事者だった場合を

思い浮かべてください。ある時、手にしていた大切な荷物を路上で落としたとします。そんな時に

「なんと自分はどれだけ注意力が劣っているのだろうか。」と自己批判するよりも、即座に「外部

要因」が頭に湧いて出てくる場合もあるでしょう。 

例えば、「急に風が吹いてきたから。とても歩きにくい場所だし、

時間がなくて急いでいたから。」という具合です。 

それは都合の良い言い訳とは、少し違っているようです。失敗に至っ

た当事者は、個人の要因よりも、本人だけが知っている”環境や状況”

という外部の要因、当人だけが感じている要因を思い浮かべることが

できるからです。それは、本人だけが知っている事実なのでしょう。 

 そして、観察者のことばによって、深刻な問題も生むことがあります。

失敗をしたその度に、観察者側の立場から、過度な叱責や非難を繰り返される。そうすると必死

になって、失敗そのものを隠そうとするような子どもになってしまわないかという心配です。だから

こそ時には、当事者側に立って、失敗の原因を一緒になって考えてあげたいものです。先の例で

言えば子どもはどのような外部要因に原因を感じたのでしょうか。「グラスの表面が濡れていた

から。」「形が手に余る大きさだったから。」 「よそ見をしてしまったのは、テレビに好きなタレント

が映っていたから。」 仮にそのような時でも『そうだね、確かにそんなときってあるよね。』という声

掛けひとつで、子どもはちょっとしたこころの様子が分かってもらって安心できることでしょう。そし

て、失敗したからこそ得た経験が、これからの成長につながっていくことがたくさんあると思います。 

学校教育目標「考える子・たくましい子・思いやる子」 

ぎんなんだより 
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  笑顔いっぱい  １月の公郷の子ども達の様子から    

思いを込めた一筆 ～校内書写展～  

  令和５年、２０２３年新しい年のスタートです。今年も

良い一年でありますように。 

  年末にも練習を重ねた書初め。「明るい心」（４年）

「新しい風」（５年）、「将来の夢」（６年）の大作が勢ぞ

ろいしました。また、３年生は筆を使って書くことの楽し

さも感じられるようになった初めての書き初め。新年の

楽しかった出来事も思い浮かべて「正月」を記しまし

た。低学年も「初日の出」「お雑煮」にちなんだお話を

硬筆で、一文字一文字しっかりと書き表しました。 

児童造形作品展 ～横須賀美術館～  

  白い壁、素敵な空間に、子ども達の作品が飾られました。

見ごたえも抜群。ゆっくり歩きながら、公郷小の子ども達の作

品を探す楽しみがいっぱいでした。加えて、市内の小中学

校、総合高校の素晴らしい作品からも、感動がたくさん得ら

れました。１月中に開催された恒例の展覧会。ゆっくり芸術に

浸るひと時になりました。 

学校給食週間 ～給食の歴史にふれて食に感謝～    

  １月末の一週間は

給食の大切さを考え、

食への感謝の気持ちを持つ全国学校給食週間となってい

ます。ところで給食の歴史は約１３０年前のこと。山形県で

出された「おにぎり、焼き鮭、菜の漬物」の献立が学校給

食の始まりとされています。横須賀市でも、この週に「煮込

みうどん、揚げパン、カレー、サケの塩麹焼き」など、給食の

歴史をなぞる、おいしい献立が提供されました。 

 令和 5年   ２月の 主な予定 

  ２月 １日（水）3年生オンライン社会科見学 

      3日（金）・6日（月）短縮 5時間 

       ７日（火）委員会活動（最終） 

     10日（金）たんぽぽ級校外学習 

      １４日（火）代表児童会 

     １５日（水）横須賀市制記念日（休業日） 

     

２０日（月）朝会 

２１日（火）クラブ活動（最終） 

３年生 一筆一筆思いを込めました 

素敵な作品いっぱい 夢いっぱい 

給食の始まりにちなんだ塩鮭とご飯 

 卒業式は 

  ３月１７日となります 


